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申
国
の
銀
行
業
と
貨
幣
改
革
の
発
展
情
況

武
　
藤

守

序

　
中
国
科
学
院
の
招
待
を
受
け
て
中
国
を
訪
間
し
た
の
は
昨
年

十
月
で
あ
っ
た
。
四
十
数
目
の
滞
在
中
に
多
く
の
大
学
や
研
究

所
を
訪
間
し
、
ま
た
多
く
の
工
場
そ
の
他
を
見
学
し
た
。
と
こ

ろ
で
、
日
本
を
出
発
す
る
前
に
、
私
は
通
貨
金
融
の
間
題
を
専

攻
し
て
い
る
者
で
あ
る
か
ら
、
抗
目
戦
争
中
の
解
放
地
区
に
お

い
て
、
ま
た
戦
後
の
内
戦
時
期
か
ら
、
中
華
人
民
共
和
国
の
成

立
に
よ
る
新
し
い
通
貨
制
度
お
よ
び
銀
行
制
度
の
変
化
発
展
に

つ
い
て
の
資
料
を
蒐
集
し
た
い
し
、
ま
た
そ
れ
に
関
す
る
専
間

の
学
者
や
実
務
家
と
懇
談
す
る
機
会
を
与
え
ら
れ
た
い
と
、
中

国
科
学
院
に
連
絡
し
お
願
い
し
て
お
い
た
。
果
し
て
そ
の
よ
う

な
便
宜
が
図
ら
れ
て
い
て
感
激
し
た
。

　
十
月
十
一
日
深
夜
に
北
京
到
着
。
翌
十
二
日
に
は
中
禺
科
学

院
国
際
連
絡
局
安
受
訓
処
長
お
よ
び
中
国
科
学
院
経
済
研
究
所

対
国
全
秘
書
が
来
ら
れ
、
私
の
希
望
を
容
れ
て
目
程
の
打
合
せ

が
行
わ
れ
た
。
翌
十
三
目
は
日
曜
目
な
の
で
万
里
の
長
城
お
よ

び
明
十
三
陵
に
遊
ん
だ
。
そ
こ
に
は
百
台
を
越
え
る
乗
用
車
と

バ
ス
が
並
び
、
数
干
人
の
人
共
が
長
城
を
登
っ
て
行
く
。
そ
の

中
に
は
ロ
シ
ヤ
人
・
ド
イ
ツ
人
そ
の
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
あ
り
、

イ
ソ
ド
人
・
ア
ソ
ナ
ソ
人
そ
の
他
の
ア
ジ
ア
人
あ
り
、
国
際
色

極
め
て
豊
か
で
あ
っ
た
。
写
真
機
を
肩
に
し
た
家
族
ず
れ
の
中

国
人
が
相
当
多
い
の
に
気
が
つ
い
た
。
五
五
年
に
北
京
を
訪
問

し
た
時
か
ら
二
年
経
っ
た
だ
け
な
の
に
、
建
設
の
進
ん
だ
こ
と
、

“



生
活
の
豊
か
に
な
っ
た
こ
と
を
田
心
う
の
で
あ
っ
た
。

　
翌
十
四
日
に
私
は
中
国
人
民
銀
行
金
融
研
究
所
か
ら
次
の
よ

う
な
手
紙
を
添
え
た
書
類
を
受
取
っ
た
。
　
「
武
蔵
守
一
先
生
。

今
回
あ
な
た
が
友
好
の
た
め
に
わ
が
国
に
訪
問
さ
れ
た
こ
と
を
、

わ
れ
わ
れ
は
心
か
ら
歓
迎
い
た
し
ま
す
。
あ
な
た
が
王
拓
先
生

（
中
国
科
学
院
因
際
連
絡
局
長
）
に
出
さ
れ
た
手
紙
の
中
で
、

今
同
あ
な
た
は
、
わ
が
国
の
通
貨
金
融
に
関
す
る
い
ろ
い
ろ
な

資
料
を
蒐
集
し
、
さ
ら
に
わ
が
国
の
金
融
機
関
の
責
任
者
と
面

談
し
た
い
と
希
望
し
て
い
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
も
非
常
に
関
心
を

も
つ
も
の
で
あ
り
、
以
上
の
よ
う
な
あ
な
た
の
希
望
を
満
足
さ

せ
る
よ
う
出
来
る
だ
け
努
力
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。
い
ま
、
わ

れ
わ
れ
は
ま
ず
『
中
国
の
銀
行
業
と
貨
幣
改
革
の
発
展
情
況
』

と
い
う
資
料
一
部
を
お
屈
け
し
ま
す
の
で
、
お
受
取
り
下
さ
い
。

な
お
あ
な
た
が
わ
れ
わ
れ
に
面
談
す
る
前
に
、
あ
な
た
が
明
確

に
し
た
い
と
希
望
さ
れ
る
い
ろ
い
ろ
な
間
題
を
簡
単
な
要
綱
に

列
挙
し
、
科
学
院
を
通
じ
て
、
わ
れ
わ
れ
に
お
屈
け
下
さ
る
よ

う
希
望
し
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
事
前
に
準
傭
す

　
　
　
中
国
の
銀
行
業
と
貨
幣
改
革
の
発
展
情
況
（
武
藤
）

る
こ
と
が
で
き
、
一
層
充
分
に
あ
な
た
が
明
確
に
し
よ
う
と
さ

れ
る
事
情
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
り
ま
し
よ
う
。
御

機
嫌
よ
う
」
私
は
早
速
届
け
ら
れ
た
資
料
を
続
み
、
二
十
数
項

目
の
質
間
を
個
条
書
に
し
て
送
っ
た
。
そ
の
後
人
民
大
学
や
北

京
大
学
を
訪
間
し
て
二
三
日
を
過
し
た
十
八
日
に
金
融
研
究
所

副
所
所
鄭
伯
彬
氏
と
研
究
員
徐
宴
氏
が
来
ら
れ
た
。
両
氏
と
も

著
書
お
よ
び
論
文
で
は
知
っ
て
い
る
人
で
あ
っ
た
。
午
前
午
後

に
わ
た
り
長
時
問
話
合
っ
た
が
話
は
尽
き
な
か
っ
た
。
瑞
金
ソ

ヴ
ェ
ト
政
府
時
代
か
ら
現
在
ま
で
二
十
数
年
問
の
い
ろ
い
ろ
な

話
は
尽
き
る
筈
も
な
か
っ
た
。
後
日
の
こ
と
で
あ
る
が
、
重
慶

を
訪
問
し
た
時
、
そ
の
博
物
館
に
は
瑞
金
ソ
ヴ
ェ
ト
政
府
お
よ

び
そ
の
他
の
ソ
ヴ
ェ
ト
地
区
で
発
行
し
た
銀
貨
・
銅
貨
・
紙
幣
、

さ
ら
に
抗
日
戦
争
期
に
各
解
放
区
で
発
行
し
た
数
百
種
類
の
通

貨
を
見
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
倉
庫
に
蔵
っ
て
あ
っ
た
の
を
特

に
陳
列
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
殆
ん
ど
全
部
蒐
集
さ
れ
て
い
る

の
に
驚
い
た
。

　
こ
こ
で
は
鄭
副
所
長
ら
と
話
合
っ
た
一
部
分
、
特
に
最
近
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九
　
（
ご
二
一
九
）
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お
け
る
中
国
の
銀
行
業
と
五
五
年
に
行
わ
れ
た
通
貨
改
革
に
つ

い
て
の
話
を
「
資
料
」
に
基
い
て
要
約
す
る
に
止
め
た
い
。
極

め
て
一
般
的
な
も
の
に
な
っ
た
が
、
底
に
流
れ
て
い
る
考
え
方

が
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
か
ら
で
あ
る
。

二
　
解
放
前
後
の
中
国
銀
行
業

　
中
国
に
お
け
る
金
融
体
系
は
主
と
し
て
国
家
銀
行
　
　
中
国

人
民
銀
行
、
国
家
的
専
業
銀
行
、
公
私
合
営
銀
行
１
１
お
よ
び

広
汎
な
農
村
に
お
い
て
農
民
自
身
が
組
織
し
た
信
用
合
作
杜
か

ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
に
公
私
合
営
の
小
額
質
低
当

貸
付
所
が
あ
る
。

　
Ｈ
中
国
人
民
銀
行
　
　
遠
く
一
九
二
八
年
、
江
西
省
の
革
命

根
拠
地
に
人
民
自
身
の
銀
行
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
抗
日
戦
争
と
第
二
次
国
内
革
命
戦
争
の
時
期
に
、
各

解
放
区
に
は
相
前
後
し
て
十
数
カ
所
の
地
方
銀
行
が
創
設
さ
れ

た
。
こ
れ
ら
の
銀
行
は
、
い
ず
れ
も
単
独
で
貨
幣
を
発
行
し
、

そ
の
地
区
内
で
流
通
使
用
さ
れ
た
。
当
時
こ
れ
ら
の
銀
行
の
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
○
　
（
三
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〇
）

要
任
務
は
、
貨
幣
の
発
行
を
掌
握
し
、
解
放
区
の
貨
幣
市
努
を

繋
固
に
発
展
さ
せ
、
革
命
戦
争
を
支
持
し
、
敵
貨
幣
に
対
す
る

闘
争
を
行
い
、
人
民
の
財
産
を
保
護
し
、
生
産
（
主
と
し
て
農

業
生
産
）
を
支
持
発
展
さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
銀

行
は
、
い
ず
れ
も
人
民
の
革
命
事
業
の
発
展
に
対
し
て
積
極
的

な
機
能
を
発
揮
し
た
。

　
革
命
戦
争
が
勝
利
す
る
に
つ
れ
て
、
各
解
放
区
は
次
第
に
連

絡
統
合
し
姶
め
た
。
一
九
四
八
年
春
、
晋
察
翼
辺
区
銀
行
と
翼

南
銀
行
が
ま
ず
合
併
し
、
華
北
銀
行
が
成
立
し
た
。
同
年
十
二

月
一
目
華
北
銀
行
、
西
北
農
民
銀
行
お
よ
び
山
東
の
北
海
銀
行

を
基
礎
に
し
で
中
国
人
民
銀
行
が
正
式
に
成
立
し
、
同
時
に
人

氏
幣
の
発
行
を
開
始
し
た
。
続
い
て
、
そ
れ
に
前
後
し
て
陳
甘

寧
辺
区
銀
行
、
華
中
銀
行
お
よ
び
中
州
農
民
銀
行
を
合
併
し
た
。

こ
の
時
に
は
ま
だ
東
北
銀
行
、
長
城
銀
行
、
関
東
銀
行
（
こ
の

三
銀
行
は
ま
ず
合
併
し
て
東
北
銀
行
と
な
っ
た
）
お
よ
び
内
蒙

古
銀
行
な
ど
い
く
つ
か
の
解
放
区
銀
行
は
合
併
し
な
か
っ
た
。

人
員
解
放
戦
争
が
全
国
的
に
勝
利
す
る
に
至
っ
た
の
で
、
わ
れ

■



わ
れ
は
次
六
に
国
民
党
政
府
官
僚
資
本
の
銀
行
を
接
収
管
理
し
、

中
国
人
民
銀
行
の
機
構
は
急
速
に
拡
大
し
た
。
一
九
五
〇
年
、

全
国
的
な
財
政
経
済
の
統
一
と
全
国
的
な
金
融
物
価
の
安
定
に

つ
れ
て
、
遂
に
東
北
銀
行
お
よ
び
内
蒙
古
銀
行
を
合
併
し
、
同

時
に
銀
行
建
設
事
業
を
一
歩
前
進
さ
せ
、
人
民
銀
行
は
急
速
に

全
国
の
各
県
・
区
に
あ
ま
ね
く
支
店
お
よ
び
営
業
所
を
創
設
し

た
。
こ
れ
が
現
在
の
中
国
人
民
銀
行
で
あ
る
。

　
現
在
ゾ
中
国
人
民
銀
行
は
全
国
に
二
万
三
千
余
の
機
構
を
も

ち
、
そ
の
う
ち
区
・
鎮
に
設
け
ら
れ
た
営
業
所
が
一
万
三
千
八

百
余
あ
り
、
直
接
に
広
汎
な
人
民
大
衆
と
密
接
な
連
繋
を
保
っ

て
い
る
。
各
県
（
市
）
に
設
け
ら
れ
た
支
店
は
二
千
余
、
各
省

（
市
）
と
自
治
区
に
は
い
ず
れ
も
分
行
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

全
行
の
工
作
人
員
は
合
計
三
十
余
万
人
に
よ
る
。

　
中
国
人
民
銀
行
の
主
要
任
務
は
次
の
如
き
も
の
で
あ
る
。

　
０
Ｄ
国
家
の
政
策
に
基
き
、
全
国
の
金
融
事
業
を
指
導
す
る
こ

と
、

側
国
家
の
貨
幣
発
行
を
管
理
し
、
貨
幣
の
流
通
を
調
節
す
る

　
　
　
中
国
の
銀
行
業
と
貨
幣
改
革
の
発
展
情
況
（
武
藤
）

こ
と
、

　
ゆ
国
家
機
関
・
企
業
お
よ
び
個
人
の
一
時
的
遊
休
資
金
を
組

織
化
し
、
国
家
の
政
策
と
計
画
に
し
た
が
い
、
工
業
．
農
業
お

よ
び
商
業
に
貸
付
け
る
こ
と
、

　
ゆ
外
国
為
替
収
支
お
よ
び
国
際
決
済
の
処
理
、

　
働
金
融
行
政
管
理
の
掌
握
、

　
ゆ
国
庫
の
代
理
、

　
以
上
の
工
作
を
通
じ
て
、
杜
会
主
義
建
設
と
杜
会
主
義
改
造

の
実
現
に
服
務
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
○
中
国
銀
行
　
　
巾
国
銀
行
は
公
私
合
営
の
株
式
銀
行
で
、

そ
れ
は
中
国
人
民
銀
行
か
ら
指
定
し
た
外
国
為
替
業
務
を
経
営

す
る
専
業
銀
行
で
あ
る
。
そ
れ
は
閨
内
各
都
市
に
三
十
余
の
分

支
店
を
設
け
て
い
る
。

　
そ
の
主
要
任
務
は
、
中
国
人
民
銀
行
と
理
事
会
の
指
導
の
下

に
、
中
国
人
氏
銀
行
の
委
託
を
受
け
て
、
外
因
為
替
業
務
を
取

扱
う
。
そ
の
国
外
分
支
店
は
外
国
為
替
業
務
を
営
む
ほ
か
、
そ

の
地
の
政
府
法
令
の
許
可
す
る
一
」
般
銀
行
業
務
を
経
営
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
一
　
（
三
三
一
）
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目
公
私
合
営
銀
行
　
　
公
私
合
営
銀
行
は
六
十
の
私
的
銀
行

お
よ
び
銭
荘
が
合
併
し
組
織
し
た
も
の
で
、
現
在
百
四
行
あ
る
。

主
要
業
務
は
、
人
民
銀
行
を
代
理
し
て
貯
蓄
預
金
を
取
扱
う
こ

と
で
あ
る
。
一
部
の
銀
行
は
外
国
為
替
指
定
銀
行
に
な
り
、
外

国
為
替
業
務
を
営
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
銀
行
の
国
外
に
あ
る

組
織
は
、
そ
の
地
の
政
府
法
令
の
許
可
す
る
一
般
銀
行
業
務
を

も
営
ん
で
い
る
。

　
全
国
が
解
放
さ
れ
る
以
前
、
中
国
の
銀
行
業
は
戦
時
中
の
通

貨
膨
脹
と
い
う
崎
形
的
状
況
の
中
で
発
展
し
、
投
機
性
が
大
き

く
て
、
生
産
と
は
殆
ん
ど
違
繋
が
な
ぺ
、
そ
の
主
要
業
務
は
金

融
投
機
と
商
業
投
機
を
行
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
全
国
解
放
の
初

期
、
国
家
は
こ
れ
ら
の
銀
行
・
銭
荘
に
対
し
、
そ
の
合
法
的
経

営
の
許
可
制
を
採
用
し
、
厳
重
に
管
理
し
、
そ
の
投
機
を
防
止

し
、
ま
た
同
時
に
そ
れ
ら
を
援
助
し
て
困
難
を
解
決
し
た
。
ま

ず
、
そ
れ
ら
を
都
市
農
村
問
の
物
資
交
流
と
生
産
発
展
の
方
針

に
服
務
さ
せ
、
同
時
に
そ
れ
ら
に
対
し
て
は
杜
会
主
義
改
造
の

工
作
を
姶
め
た
。
一
九
五
二
年
、
す
べ
て
の
銀
行
は
公
私
合
営

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
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を
実
行
し
、
統
一
的
な
公
私
合
営
銀
行
が
成
立
し
た
。
現
在
、

そ
れ
ら
の
理
事
会
以
下
は
公
私
合
営
銀
行
総
管
理
処
を
設
け
、

全
銀
行
の
目
常
工
作
を
指
導
す
る
責
任
を
負
い
、
各
大
都
市
に

は
分
支
店
機
構
を
設
け
て
い
る
。
そ
れ
は
政
策
面
に
お
い
て
完

全
に
国
家
の
指
導
を
受
け
て
い
る
。

　
回
中
国
人
民
建
設
銀
行
　
　
こ
れ
は
中
国
に
お
け
る
専
業
銀

行
の
一
つ
で
あ
る
。
一
九
五
四
年
に
設
立
さ
れ
、
財
政
部
に
指

導
さ
れ
る
。
そ
の
任
務
は
国
家
の
批
准
し
た
計
画
と
予
算
に
基

き
、
基
本
建
設
予
算
の
支
出
お
よ
び
監
督
、
国
営
請
負
工
事
企

業
に
対
し
て
は
計
画
に
し
た
が
っ
て
短
期
貸
付
を
行
い
、
基
本

建
設
支
出
の
決
算
を
行
い
、
基
本
建
設
単
位
お
よ
び
請
負
工
事

組
織
の
資
金
運
用
・
財
務
管
理
・
原
価
計
算
お
よ
び
投
資
計
画

な
ど
に
対
し
て
検
査
と
監
督
を
行
う
こ
と
に
あ
る
。

　
的
交
通
銀
行
　
　
こ
れ
も
公
私
合
営
の
株
式
銀
行
で
あ
り
、

財
政
部
か
ら
国
家
の
公
私
合
営
企
業
に
対
す
る
投
資
を
委
託
管

理
し
、
な
ら
び
に
こ
れ
ら
の
企
業
に
対
し
て
財
務
監
督
を
行
う
。

交
通
銀
行
も
ま
た
外
国
為
替
指
定
銀
行
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
の



風
外
に
あ
る
機
構
は
外
国
為
替
菜
務
お
よ
び
そ
の
忠
の
政
府
法

令
の
許
可
す
る
一
般
銀
行
業
務
に
従
事
す
る
。

　
榊
信
用
合
作
杜
　
　
広
汎
な
農
村
に
は
約
十
万
三
千
余
の
信

用
合
作
杜
が
あ
り
、
そ
の
杜
員
は
一
億
の
農
家
に
近
く
、
出
資

金
は
二
億
七
千
万
元
で
あ
る
。
信
用
合
作
杜
と
国
家
銀
行
の
基

礎
的
機
構
が
一
つ
の
広
大
な
農
村
信
用
網
を
形
成
し
て
い
る
。

農
村
高
利
貸
を
打
撃
し
て
消
減
さ
せ
、
農
村
資
金
を
聚
集
し
、

農
業
生
産
合
作
杜
と
農
民
の
生
産
発
展
を
援
助
し
、
農
民
の
生

産
と
生
活
と
の
困
難
を
解
決
す
る
こ
と
に
極
め
て
大
き
な
力
を

与
え
て
い
る
。
信
用
合
作
杜
の
業
務
は
国
家
の
指
導
を
受
け
る
。

国
家
銀
行
は
資
金
上
お
よ
び
業
務
技
術
上
に
つ
い
て
、
信
用
合

作
杜
に
特
別
な
支
持
と
援
助
を
与
え
る
。

　
伺
小
額
質
抵
当
貸
付
所
　
　
こ
れ
は
過
去
の
中
国
で
は
通
常

質
屋
と
い
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
旧
中
国
に
お
い
て
は
早
く
か

ら
あ
っ
た
一
種
の
高
利
貸
で
あ
る
。
解
放
後
、
人
民
の
生
活
水

準
が
漸
次
高
ま
っ
た
た
め
、
質
屋
業
務
は
次
第
に
衰
退
し
た
。

一
九
五
六
年
、
杜
会
主
義
改
造
の
高
ま
り
の
中
で
、
質
屋
も
ま

　
　
　
中
国
の
銀
行
業
と
貨
幣
改
革
の
発
展
情
況
（
武
藤
）

た
公
私
含
営
と
な
っ
た
ひ
そ
れ
は
合
理
的
に
利
率
を
低
め
、
名

も
改
め
て
小
額
質
低
当
貸
付
所
と
な
り
、
主
と
し
て
市
民
の
経

済
的
困
難
を
解
決
し
て
い
る
。
現
在
全
国
に
百
八
十
余
あ
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
な
圭
二
つ
の
私
的
銀
行
と
三
つ
の
外
国
銀
行
が

あ
る
。

三
　
五
五
年
の
貨
幣
改
革

　
Ｈ
一
九
五
五
年
三
月
新
貨
幣
発
行
時
の
経
済
情
況
　
　
中
因

は
一
九
五
五
年
三
月
に
新
貨
幣
を
発
行
し
た
が
、
こ
れ
は
生
産

が
日
に
目
に
発
展
し
、
貿
房
も
目
に
目
に
拡
大
し
、
財
政
収
支

と
国
際
収
支
は
平
衡
し
て
余
剰
が
あ
り
、
杜
会
主
義
建
設
と
杜

会
主
義
改
造
は
急
速
に
発
展
し
つ
つ
あ
り
、
物
価
は
一
九
五
〇

年
三
月
以
来
長
期
に
わ
た
っ
て
全
く
安
定
す
る
と
い
う
基
礎
の

上
に
、
さ
ら
に
杜
会
主
義
革
命
の
高
ま
り
と
杜
会
主
義
改
造
が

決
定
的
に
勝
利
す
る
と
い
う
直
前
に
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
中
国
の
一
九
五
四
年
度
農
工
業
生
産
総
額
は
一
九
四
九
年
に

比
し
て
一
。
二
倍
に
増
加
し
、
現
代
工
業
総
生
産
額
は
三
・
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
三
　
（
三
三
三
）
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借
に
、
食
糧
生
産
は
五
〇
％
増
、
棉
花
生
産
は
一
・
六
倍
に
増

加
し
た
。
生
産
の
迅
速
な
増
大
は
商
品
流
通
が
拡
大
す
る
基
礎

で
あ
る
。
一
九
五
四
年
の
小
売
取
引
額
は
一
九
五
〇
年
に
比
し

て
一
・
三
倍
に
増
加
し
た
が
、
こ
れ
は
中
国
の
経
済
制
度
の
下

に
お
け
る
、
生
産
の
巨
大
な
発
展
と
人
民
購
売
力
の
迅
速
荏
上

昇
を
充
分
に
明
示
し
て
い
る
。

　
生
産
の
発
展
、
貿
易
の
拡
大
、
人
民
生
活
の
改
善
と
い
う
基

礎
の
上
に
立
て
ら
れ
た
中
国
の
財
政
情
況
は
良
好
で
あ
り
、
撃

固
で
あ
る
。
一
九
五
四
年
度
の
財
政
収
入
合
計
は
二
七
〇
億
元

で
、
一
九
五
〇
年
の
四
・
二
倍
に
当
り
、
財
政
支
出
合
計
は
二

四
九
億
元
で
、
一
九
五
〇
年
の
三
・
六
倍
に
当
る
。

　
中
国
の
国
際
収
支
増
大
も
ま
た
迅
速
で
あ
り
、
一
九
五
四
年

度
の
国
際
収
支
総
額
は
一
九
五
〇
年
の
二
・
二
倍
以
上
で
あ
っ

た
。
国
民
党
反
動
集
団
の
支
配
し
た
旧
中
国
で
は
毎
年
逆
差
で

あ
っ
た
が
、
そ
れ
と
は
異
な
り
、
た
と
え
ば
毎
年
の
収
支
を
比

較
す
れ
ば
、
一
九
五
〇
１
五
二
年
の
支
出
は
収
入
の
九
〇
％
で

あ
り
、
一
九
五
三
年
お
よ
び
五
四
年
の
支
出
は
収
入
の
九
八
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
四
　
（
三
三
四
）

で
あ
っ
た
。
国
際
収
支
は
平
衡
で
あ
る
と
い
う
よ
り
余
剰
亡
あ

っ
た
。
同
時
に
、
国
家
の
金
貯
蔵
も
ま
た
大
量
的
に
増
加
し
た
。

　
一
九
五
四
年
度
全
国
農
工
業
総
生
産
額
の
う
ち
、
国
営
工
業

が
五
九
％
を
占
め
、
合
作
杜
営
工
業
が
四
％
、
私
営
工
業
が
二

五
％
を
占
め
て
い
る
。
国
営
、
合
作
杜
営
、
公
私
合
営
が
合
計

七
五
％
を
占
め
、
工
業
生
産
で
は
杜
会
主
義
経
済
成
分
が
す
で

に
優
勢
を
占
め
て
い
る
。

　
一
九
五
四
年
の
杜
会
主
義
商
業
は
、
卸
売
取
引
で
は
す
で
に

八
九
％
の
比
重
を
占
め
、
小
売
取
引
総
額
で
は
五
八
％
の
比
重

で
あ
っ
た
。
商
業
に
お
け
る
杜
会
主
義
経
済
の
優
勢
も
非
常
に

増
大
し
た
。
一
九
五
四
牛
未
に
な
る
と
、
全
国
農
業
生
産
合
作

杜
は
五
〇
万
近
く
ま
で
発
展
し
、
参
加
農
家
は
全
国
農
民
総
数

の
一
一
％
を
占
め
、
今
や
農
業
合
作
化
が
大
発
展
す
る
直
前
で

あ
っ
た
。

　
杜
会
主
義
経
済
は
工
業
な
ら
び
に
商
業
に
お
い
て
輩
固
に
優

勢
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
資
本
主
義
商
工
業
も
ま
だ

湘
当
の
此
重
（
工
業
生
産
二
五
仇
、
小
売
取
引
四
三
仇
ｖ
を
出



め
て
い
た
し
、
杜
会
主
義
農
業
が
相
当
発
展
し
た
も
の
の
、
個

人
経
済
が
ま
だ
大
量
に
存
在
し
て
い
た
し
、
ま
た
一
方
で
は
、

全
般
的
に
ー
は
農
業
生
産
合
作
杜
が
発
展
す
る
条
件
も
よ
う
や
く

成
熟
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
情
況
は
、
単
に
中
国
に
お
け
る

杜
会
主
義
建
設
と
杜
会
主
義
改
造
と
い
う
重
大
な
成
果
を
反
映

し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
ま
た
同
時
に
、
今
後
杜
会
主
義
経
済

が
さ
ら
に
一
層
発
展
す
る
基
礎
を
定
め
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
情
況
は
、
中
国
の
貨
幣
制
度
攻
革
を
一
層
完
全
な
も
の

に
す
る
こ
と
を
要
求
し
、
さ
ら
に
今
後
の
発
展
の
必
要
に
適
合

し
、
中
国
の
経
済
に
新
し
い
様
相
を
加
え
る
こ
と
を
要
求
し
た

の
で
あ
る
。

　
目
新
貨
幣
の
発
行
　
　
貨
幣
改
革
の
内
容
と
特
徴
点
　
　
中

華
人
民
共
和
国
国
務
院
は
一
九
五
五
年
二
月
二
〇
目
、
新
人
民

幣
の
発
行
と
旧
人
民
幣
の
回
収
に
関
す
る
命
令
を
発
布
し
た
。

す
な
わ
ち

　
「
国
家
の
計
画
経
済
建
殻
の
必
要
と
広
汎
な
人
民
の
希
望
に

応
ず
る
た
め
、
財
政
収
支
の
平
衡
と
金
融
物
価
の
安
定
と
い
う

　
　
　
中
国
の
銀
行
業
と
貨
幣
改
革
の
発
展
情
況
（
武
藤
）

基
礎
の
上
に
、
一
層
健
全
輩
固
な
中
国
貨
幣
制
度
を
実
施
し
、

取
引
と
計
算
を
便
利
に
す
る
た
め
、
次
の
よ
う
に
決
定
す
る
。

　
０
Ｄ
中
国
人
民
銀
行
の
責
任
に
お
い
て
一
九
五
五
年
三
月
一
日

か
ら
新
人
民
幣
（
以
下
新
幣
と
略
称
す
る
）
を
発
行
し
、
現
行

の
人
民
幣
（
以
下
旧
幣
と
略
称
す
る
）
を
同
収
す
る
。
新
幣
の

券
面
額
は
、
主
幣
は
二
兀
・
二
元
．
三
元
・
五
元
．
十
元
の
五

種
と
し
、
補
幣
は
一
分
・
二
分
．
五
分
．
一
角
．
二
角
．
五
角

の
六
種
と
す
る
。
ど
の
券
も
ン
、
の
券
面
に
漢
．
蔵
．
蒙
．
ウ
ィ

ー
グ
ル
の
四
種
の
文
字
を
印
刷
す
る
。

　
ゆ
新
旧
の
交
換
比
率
は
、
新
幣
一
元
が
旧
幣
一
万
元
に
等
し

く
す
る
。
新
幣
発
行
○
日
か
ら
、
あ
ら
ゆ
る
機
関
．
団
体
・
企

業
お
よ
び
個
人
に
よ
る
一
切
の
貨
幣
の
受
授
．
帳
簿
記
載
お
よ

び
国
際
間
の
清
算
な
ど
は
、
い
ず
れ
も
新
幣
を
計
算
単
位
と
す

る
。
し
た
が
っ
て
新
幣
発
行
前
の
一
切
の
廣
権
債
務
は
、
国
家

公
債
を
含
め
て
、
ン
、
の
目
か
ら
、
法
定
比
率
に
し
た
が
い
新
幣

に
換
算
し
て
計
算
し
清
算
す
る
。

　
ゆ
し
た
が
っ
て
、
旧
幣
は
す
べ
て
中
困
人
民
銚
行
に
よ
り
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五
　
（
三
三
五
）
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定
比
率
に
し
た
が
っ
て
同
収
す
る
。
旧
幣
を
所
有
す
る
者
は
す

べ
て
、
新
幣
発
行
の
日
か
ら
、
中
国
人
氏
銀
行
あ
る
い
は
代
理

見
換
機
関
に
行
き
、
法
定
比
率
に
よ
り
新
幣
に
免
換
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
免
換
期
問
中
は
、
旧
幣
は
法
定
比
率
に
よ
り
新

幣
を
換
算
し
、
新
幣
と
と
も
に
流
通
す
る
こ
と
が
で
き
る
…
…
」

　
中
国
が
新
幣
を
発
行
し
た
時
の
情
況
お
よ
び
内
容
か
ら
見
て
、

今
回
の
貨
幣
改
革
が
も
つ
若
干
の
特
徴
点
を
次
の
如
く
指
摘
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
四
今
目
の
貨
幣
改
革
は
、
従
来
の
人
民
幣
制
度
の
基
礎
の
上

に
、
僅
か
ば
か
り
の
改
善
を
し
た
の
み
で
あ
っ
て
、
全
く
新
し

い
貨
幣
制
度
と
し
て
人
民
幣
制
度
に
代
え
た
の
で
は
な
い
。

　
今
回
の
貨
幣
改
革
は
一
九
五
〇
年
三
月
以
来
通
貨
膨
脹
が
停

止
し
、
貨
幣
流
通
と
物
価
の
長
期
的
安
定
と
い
う
堅
実
な
基
礎

の
上
に
行
わ
れ
た
。
旧
人
民
幣
の
一
単
位
毎
の
表
示
す
る
価
値

量
は
極
め
て
小
さ
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
五
年
問
と
い
う
長
期
に

わ
た
っ
て
、
そ
の
表
示
す
る
価
値
量
が
安
定
し
た
こ
と
を
充
分

に
証
明
し
た
。
だ
か
ら
、
今
回
の
貨
幣
改
革
は
通
常
の
そ
れ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
六
　
（
三
三
六
）

よ
う
に
、
通
貨
膨
脹
を
克
服
す
る
た
め
に
行
わ
れ
た
の
で
は
な

く
、
新
し
い
貨
幣
制
度
を
創
設
す
る
た
め
で
も
な
か
っ
た
。
今

回
の
貨
幣
改
革
の
内
容
は
、
主
と
し
て
中
国
の
価
格
標
準
を
変

更
改
善
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
人
民
幣
の
単
位
で
あ
る
元
の
価

値
量
を
高
め
、
新
し
い
価
格
標
準
に
よ
っ
て
、
中
国
の
経
済
生

活
の
現
実
の
情
況
に
適
応
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
単
に
従

来
の
独
立
し
た
・
統
一
的
な
・
安
定
し
た
貨
幣
制
度
の
基
礎
の

上
に
、
改
善
を
加
え
一
層
健
全
輩
固
に
し
た
の
で
あ
る
。

　
四
一
九
五
〇
年
三
月
以
来
、
中
国
の
物
価
は
安
定
し
、
貨
幣

流
通
量
は
は
商
品
流
通
の
必
要
に
適
応
し
て
い
た
。
だ
か
ら
、

今
目
の
貨
幣
改
革
は
単
に
貨
幣
券
面
額
を
改
善
し
、
価
格
標
準

を
変
更
し
た
だ
け
で
あ
る
か
ら
（
旧
幣
一
万
元
を
新
幣
二
兀
に

改
め
る
）
、
実
際
上
と
し
て
市
場
の
貨
幣
流
通
量
は
収
縮
し
な

い
。
貨
幣
改
革
を
行
う
が
、
し
か
も
市
場
の
貨
幣
流
通
量
は
大

量
的
に
減
少
し
な
い
。
こ
の
こ
と
は
資
本
主
義
国
家
が
労
働
人

民
を
収
奪
す
る
た
め
に
行
う
貨
幣
改
革
と
本
質
的
に
異
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
巾
国
の
貨
幣
改
革
と
社



会
主
義
兄
弟
国
家
が
第
二
次
世
界
大
職
後
に
通
貨
改
椎
に
当
而

し
た
情
況
と
も
異
っ
て
お
り
、
採
用
し
た
方
法
も
ま
た
異
っ
て

い
る
。

　
巾
国
が
貨
幣
改
革
を
実
行
し
た
時
の
市
場
貨
幣
流
通
最
は
、

基
本
的
に
商
品
流
通
の
必
要
に
適
合
し
て
い
た
だ
け
で
な
く
、

そ
れ
は
五
年
間
に
わ
た
る
市
場
安
定
の
実
践
に
よ
っ
て
証
明
さ

れ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
貨
幣
改
革
の
過
程
に
お
い
て
、
商
品
流

通
に
適
応
し
な
い
大
最
の
増
加
ま
た
は
減
少
は
あ
り
得
ず
、
も

し
そ
う
で
な
け
れ
ば
必
ず
ヤ
市
場
の
変
動
を
引
起
し
、
全
国
民

経
済
に
良
か
ら
ぬ
影
響
を
起
さ
せ
た
に
ち
が
い
な
い
。

　
ゆ
一
律
に
一
対
一
万
の
比
価
で
見
換
を
行
い
、
階
級
別
や
階

層
別
に
よ
り
、
ま
た
免
換
数
量
に
よ
り
、
異
っ
た
見
換
比
率
を

用
い
る
と
い
う
差
別
的
免
換
方
法
を
採
ら
な
か
っ
た
。

　
中
国
が
新
幣
を
発
行
し
た
時
に
採
用
し
た
方
針
は
次
の
如
く

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
貨
幣
の
所
持
人
に
対
し
て
は
、
階
層
を

区
別
せ
ず
、
現
金
か
預
金
か
を
区
別
せ
ず
、
ま
た
所
有
貨
幣
の

大
小
を
区
別
せ
ず
、
一
律
に
一
対
一
万
の
比
率
に
よ
り
旧
幣
を

　
　
　
中
国
の
銀
行
業
と
貨
幣
改
革
の
発
展
情
況
（
武
藤
）

新
幣
に
免
換
し
た
。
当
時
、
巾
因
の
情
況
は
、
八
年
の
抗
口
戦

争
を
経
て
、
長
期
に
わ
た
っ
て
通
貨
は
膨
脹
し
て
い
た
が
、
一

九
五
〇
年
三
月
以
来
人
民
幣
の
価
値
は
よ
う
や
く
安
定
に
向
っ

た
。
当
時
の
物
価
は
抗
目
戦
争
前
に
比
し
て
二
万
倍
余
に
・
上
昇

し
て
い
た
。
し
か
し
、
当
時
は
配
給
価
格
な
く
、
た
だ
一
種
の

価
格
が
あ
っ
た
の
み
で
あ
り
、
紙
幣
の
発
行
は
多
か
っ
た
け
れ

ど
も
、
物
価
の
上
昇
に
よ
っ
て
、
貨
幣
の
流
通
最
は
商
品
流
通

の
需
要
に
適
応
し
、
市
場
に
は
余
剰
の
貨
幣
が
な
か
っ
た
。
中

国
は
、
貨
幣
が
完
全
に
安
定
し
て
五
年
後
に
新
幣
を
発
行
し
た

の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
情
況
の
下
で
は
、
ど
の
よ
う
な

方
針
が
採
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

　
一
つ
の
同
答
は
、
貨
幣
を
割
引
免
換
す
る
方
法
で
あ
る
が
、

突
然
市
場
に
お
け
る
貨
幣
流
通
量
が
減
少
し
、
そ
の
結
果
は
通

貨
収
縮
で
あ
り
、
一
連
の
間
題
が
続
い
て
発
生
し
た
に
相
違
な

い
。
た
と
え
ば
、
一
方
で
は
物
価
が
下
落
し
て
、
商
品
は
売
れ

ず
、
他
方
で
は
実
際
の
労
賃
が
増
加
し
、
商
品
の
原
価
は
高
く

な
り
、
こ
の
よ
う
に
し
て
商
工
業
は
困
難
に
な
ろ
う
し
、
基
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七
　
（
三
三
七
）
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し
き
に
至
っ
て
は
倒
産
の
風
潮
さ
え
起
り
、
国
家
の
多
く
の
政

策
（
た
と
え
ば
賃
銀
政
策
・
物
価
政
策
）
は
い
ず
れ
も
混
乱
し
、

財
政
予
算
も
ま
た
混
乱
し
た
に
違
い
な
い
。
当
時
、
商
工
業
が

不
景
気
に
な
っ
た
り
、
あ
る
い
は
私
有
商
工
業
が
破
壌
し
た
り

す
る
こ
と
は
、
中
国
に
と
っ
て
極
め
て
不
利
で
あ
っ
た
こ
と
は

い
う
ま
で
も
な
い
。
貨
幣
割
引
免
換
を
実
行
す
る
方
法
は
、
実

際
上
物
質
的
富
の
再
分
配
を
行
う
こ
と
で
あ
り
、
中
国
で
こ
の

よ
う
な
こ
と
を
行
う
時
、
損
を
す
る
者
は
結
局
誰
で
あ
ろ
う
か
。

当
時
、
資
本
家
の
財
産
は
貨
幣
形
態
で
保
存
さ
れ
て
い
ず
、
し

た
が
っ
て
紙
幣
は
主
と
し
て
資
本
家
の
手
に
は
な
く
、
労
働

者
・
農
民
・
市
民
お
よ
び
小
売
商
人
の
手
に
あ
っ
た
。
だ
か
ら
、

も
し
紙
幣
の
割
引
見
換
を
す
れ
ば
、
損
を
す
る
も
の
は
労
働
者

と
農
民
で
あ
っ
た
。
中
国
は
貨
幣
の
割
引
見
換
の
方
法
を
採
る

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　
他
の
答
案
は
、
中
国
の
実
際
の
情
況
か
ら
出
発
し
て
、
紙
幣

の
券
額
面
を
縮
少
し
、
そ
の
他
は
一
切
変
え
な
い
と
い
う
の
で

あ
る
。
こ
れ
は
中
国
が
一
九
五
五
年
に
採
用
し
た
四
つ
の
零
を
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八
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取
り
去
る
方
法
で
あ
る
。
こ
の
方
法
は
中
国
の
実
際
の
情
況
か

ら
出
発
し
て
得
た
と
こ
ろ
の
結
論
で
あ
っ
た
。

　
の
今
回
の
紙
幣
を
発
行
し
た
時
、
ど
う
し
て
新
人
民
幣
の
金

含
有
量
を
明
文
で
公
布
し
な
か
っ
た
の
か
。
金
含
有
量
を
規
定

す
る
こ
と
は
望
ま
し
い
こ
と
で
あ
り
、
人
民
幣
を
法
定
の
価
格

標
準
と
す
る
こ
と
が
で
き
、
国
際
決
済
を
行
う
に
も
便
利
で
あ

る
。
現
在
の
人
民
幣
が
法
定
の
金
含
有
量
を
も
た
な
い
た
め
に
、

他
の
国
家
と
支
払
協
定
を
締
結
す
る
時
に
は
、
外
国
貨
幣
を
用

い
て
計
算
の
基
準
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
あ
る
。
一
般

、
的
に
い
え
ば
、
そ
れ
は
明
文
で
人
民
幣
の
法
定
金
含
有
量
を
公

布
し
た
も
の
で
あ
る
。
あ
る
人
々
は
、
新
幣
を
発
行
し
た
時
に

明
文
で
新
幣
の
金
含
有
量
を
明
示
す
べ
き
で
あ
り
、
も
し
そ
う

し
な
け
れ
ば
、
人
六
は
中
国
の
貨
幣
の
安
定
性
を
疑
う
か
も
知

れ
な
い
と
い
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
実
際
上
、
国
内
市
場
に

つ
い
て
い
え
ば
、
貨
幣
免
換
が
す
で
に
終
っ
て
し
ま
っ
て
い
る

現
在
、
金
含
有
量
を
規
定
す
る
か
否
か
は
、
少
し
も
人
民
幣
の

国
内
に
お
け
る
威
信
に
影
響
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
。
現
在
、

’



如
何
な
る
国
家
と
い
え
ど
も
（
ア
メ
リ
カ
を
含
め
て
）
、
　
中
因

の
貨
幣
が
安
定
し
て
い
る
こ
と
を
杏
定
で
き
な
い
。
国
際
市
場

か
ら
い
え
ば
、
中
国
は
明
文
で
人
民
幣
の
金
含
有
最
を
公
布
し

て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
し
か
し
外
国
為
替
相
場
か
ら
巾
国
貨
幣

の
金
含
有
量
を
算
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
貨
幣
の
金
含
有
量
は
適
当
に
定
め
る
こ
と
が
望
ま
し
く
、
不

適
当
に
定
め
る
と
動
か
さ
れ
、
万
一
変
更
が
必
要
と
な
れ
ば
、

国
際
上
に
及
ぼ
す
影
響
は
極
め
て
大
き
い
。
な
お
、
新
幣
を
発

行
す
る
時
に
、
金
含
有
量
を
規
定
す
る
こ
と
は
実
際
上
困
難
で

あ
り
、
特
に
困
難
だ
っ
た
の
は
、
人
民
幣
の
金
含
有
量
を
規
定

し
た
後
、
人
民
幣
が
資
本
主
義
国
家
の
貨
幣
比
価
と
同
様
に
、

ソ
ヴ
ェ
ト
同
盟
お
よ
び
民
主
主
義
国
家
の
貨
幣
比
価
と
の
問
に

適
当
な
平
衡
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
当
時
に
お
け
る
各
国
の
貨
幣
比
価

の
情
況
に
お
い
て
は
極
め
て
困
難
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
中
国
は

い
つ
に
な
っ
た
ら
人
民
幣
の
金
含
有
量
を
公
布
す
る
か
。
一
〆
、
れ

は
実
際
の
情
況
に
応
じ
て
定
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
明
文
で

　
　
　
中
国
の
銀
行
業
と
貨
幣
改
革
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発
展
情
況
（
武
藤
）

金
含
有
最
を
規
定
す
る
こ
と
が
、
利
益
多
く
弊
害
が
少
な
い
時

が
来
た
次
ら
ば
、
中
国
は
人
民
幣
の
金
含
有
量
を
公
布
す
る
で

あ
ろ
う
。

　
自
貨
幣
改
革
の
影
響
　
　
今
回
行
わ
れ
た
中
国
の
貨
幣
改
革

は
、
各
階
級
・
各
民
族
の
全
面
的
歓
迎
を
受
け
、
新
幣
の
流
通

は
旧
幣
の
流
通
に
１
比
し
て
、
次
の
よ
う
な
優
れ
た
点
が
あ
る
と

一
般
に
い
わ
れ
て
い
る
。

　
四
計
算
に
便
利
で
、
検
算
は
簡
単
で
あ
る
。
以
前
に
流
通
し

た
旧
人
民
幣
は
、
一
九
四
八
年
十
二
月
一
日
か
ら
発
行
を
開
始

さ
れ
た
も
の
で
、
当
時
は
解
放
戦
争
が
ま
だ
中
国
の
広
大
な
地

区
で
行
わ
れ
つ
つ
あ
り
、
国
民
経
済
は
破
壊
さ
れ
て
非
常
な
損

害
を
受
け
、
市
場
の
金
融
物
価
は
極
め
て
不
安
定
で
あ
り
、
特

に
解
放
前
の
反
動
国
民
党
政
府
に
よ
る
通
貨
膨
脹
の
影
響
を
受

け
、
当
時
の
貨
幣
は
券
面
額
は
非
常
に
大
き
い
が
、
一
単
位
当

り
の
代
表
す
る
価
値
量
は
極
め
て
小
さ
か
っ
た
。
計
算
の
時
は
、

と
も
す
れ
ば
万
を
単
位
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
経
済
活
動
の

面
で
頗
る
不
便
が
多
く
、
広
汎
荏
人
民
、
特
に
農
民
大
衆
の
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
九
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常
生
活
に
不
便
で
あ
っ
た
。

　
中
国
の
無
数
の
企
業
経
済
に
お
け
る
会
計
担
当
者
は
、
毎
日

の
数
限
り
な
い
貨
幣
の
検
算
と
簿
記
帳
処
理
に
当
り
、
常
に
旧

幣
の
単
位
価
値
の
低
い
と
い
う
原
因
に
よ
っ
て
、
人
力
お
よ
び

財
力
の
消
耗
を
増
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
消
耗
は
避

け
る
べ
き
浪
費
で
あ
り
、
ま
た
避
け
る
こ
と
の
出
来
る
浪
費
で

あ
っ
た
。
新
幣
は
新
し
い
価
格
標
準
を
規
定
し
、
旧
幣
の
券
面

額
頗
る
大
き
く
、
単
位
価
値
極
め
て
低
い
と
い
う
欠
点
を
改
善

し
、
大
い
に
計
算
を
便
利
に
し
、
多
く
の
検
算
時
問
を
節
省
し
、

簿
記
事
務
を
簡
単
化
し
、
杜
会
的
に
多
く
の
人
力
と
財
力
を
節

約
す
る
こ
と
に
在
っ
た
。

　
四
識
別
し
易
く
し
、
流
通
を
便
利
に
し
た
。
旧
幣
の
種
類
は

甚
だ
多
く
、
大
小
さ
ま
ざ
ま
で
、
色
も
ハ
ヅ
キ
リ
せ
ず
、
文
字

を
知
ら
な
い
多
く
の
農
氏
の
使
用
に
は
不
便
で
あ
っ
た
。
新
し

い
人
民
幣
は
、
各
種
金
額
の
券
別
、
券
面
の
図
案
、
色
彩
と
大

小
な
ど
が
異
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
各
種
の
券
は
一
つ
の
版
だ
け

で
あ
る
か
ら
、
文
字
を
知
ら
な
い
人
に
も
、
図
案
を
見
た
だ
け
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で
貨
幣
の
価
値
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
中

国
の
多
く
の
農
民
は
文
字
を
知
ら
な
い
が
、
農
民
生
活
が
目
に

目
に
富
裕
と
な
り
、
農
村
の
商
品
経
済
が
日
に
日
に
発
展
し
つ

つ
あ
り
、
特
に
農
業
の
合
作
化
以
後
、
農
村
に
貨
幣
を
も
つ
人

が
多
く
な
り
、
農
氏
の
貨
幣
収
支
が
増
加
す
る
と
い
う
事
情
の

下
に
お
い
て
は
、
以
上
の
よ
う
な
貨
幣
券
面
の
改
善
は
、
大
衆

の
利
益
に
符
合
す
る
も
の
で
あ
る
。
新
幣
の
印
刷
は
紙
が
い
い

だ
け
で
な
く
、
質
量
と
も
に
よ
く
、
保
存
と
使
用
に
便
利
で
、

さ
ら
に
票
券
種
類
が
簡
単
で
、
模
様
が
一
致
し
て
い
る
。
人
民

の
使
用
に
便
利
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
国
家
貨
幣
の
偽
造
防
止

に
も
大
き
な
関
係
が
あ
る
。

　
ゆ
国
内
の
各
兄
弟
民
族
の
使
用
に
便
利
で
あ
り
、
内
地
と
兄

弟
民
族
地
区
と
の
経
済
交
流
に
有
利
で
あ
る
。
建
国
以
来
数
年

の
間
に
、
内
地
と
兄
弟
民
族
地
区
と
の
物
資
交
流
は
大
い
に
増

加
し
た
が
、
旧
幣
の
券
別
種
類
が
繁
多
、
票
版
が
複
雑
、
質
量

規
定
が
不
等
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
ま
た
同
時
に
新
彊
お
よ
び

内
蒙
古
白
治
区
で
は
、
以
前
に
一
度
蒙
古
文
字
と
ウ
ィ
グ
ル
文



字
の
人
民
幣
が
流
通
し
た
以
外
は
、
大
部
分
の
人
民
幣
は
兄
弟

民
族
の
文
字
が
な
か
っ
た
の
で
、
各
兄
弟
民
族
が
使
用
す
る
時

に
は
頗
る
不
便
で
あ
っ
た
。
ま
た
多
く
の
兄
弟
民
族
地
区
で
は
、

解
放
初
期
に
銀
元
が
流
通
し
た
が
、
数
年
を
経
過
し
経
済
交
流

が
発
展
し
た
結
果
、
す
で
に
多
く
の
兄
弟
民
族
地
区
の
人
民
は
、

喜
ん
で
人
民
幣
を
使
用
し
て
い
る
。
今
後
さ
ら
に
兄
弟
民
族
地

区
の
経
済
が
発
展
し
、
内
地
と
の
経
済
関
係
が
さ
ら
に
緊
密
に

な
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
予
測
す
れ
ば
、
漢
族
・
蒙
族
・
ウ
イ
グ

ル
族
お
よ
び
西
蔵
族
の
四
種
の
文
字
を
印
刷
し
た
新
し
い
人
民

幣
を
発
行
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
全
国
各
民
族
の
人
民
の
使
用

を
一
層
便
利
に
す
る
こ
と
は
必
然
で
あ
り
、
さ
ら
に
全
国
各
兄

弟
昂
族
の
経
済
交
流
を
一
歩
発
展
さ
せ
、
各
兄
弟
民
族
地
区
の

経
済
生
活
を
繁
栄
さ
せ
、
各
民
族
の
大
団
結
を
葦
固
に
す
る
こ

と
に
有
利
で
あ
る
。

四
　
新
貨
幣
制
度
の
特
徴
点

Ｈ
中
国
の
貨
幣
　
　
人
氏
幣
は
杜
会
主
義
計
画
経
済
の
基
礎

　
　
中
国
の
銀
行
業
と
貨
幣
改
革
の
発
展
情
況
（
武
藤
）

の
上
に
、
計
画
的
管
理
の
下
に
流
通
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
人
民
幣
の
発
行
は
、
国
家
に
よ
っ
て
統
一
的
に
管
理
さ
れ
る
。

発
行
の
具
体
的
な
主
管
機
関
は
中
国
人
昂
銀
行
で
あ
る
。
一
切

の
発
行
事
務
の
決
定
権
は
中
央
に
集
中
さ
れ
る
。
国
家
に
よ
る

統
一
組
織
は
生
産
と
商
品
流
通
か
ら
、
生
産
と
商
品
流
通
に
奉

仕
す
る
貨
幣
流
通
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。
一
計
画
年
度
が
開
始

す
る
毎
に
、
国
家
に
よ
り
生
産
計
画
・
商
品
流
通
計
画
・
国
家

予
算
お
よ
び
信
用
貸
付
計
画
・
貨
幣
発
行
計
画
が
制
定
さ
れ
、

商
品
流
通
の
実
際
的
必
要
に
基
き
、
計
画
的
に
ー
貨
幣
を
発
行
あ

る
い
は
回
収
す
る
。
こ
の
よ
う
に
，
し
て
貨
幣
流
通
量
を
常
に
商

品
流
通
の
実
際
的
必
要
に
適
応
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

る
。
紙
幣
を
唯
一
の
合
法
的
に
流
通
す
る
貨
幣
と
す
る
条
件
の

下
で
は
、
計
画
的
な
流
通
制
度
は
特
に
重
要
で
あ
り
、
た
だ
杜

会
主
義
的
計
画
経
済
の
基
礎
の
上
に
、
統
一
的
に
、
計
画
的
に
、

商
品
生
産
・
商
品
流
通
と
貨
幣
流
通
を
組
織
す
る
条
件
の
下
に

お
い
て
の
み
、
紙
幣
の
各
一
単
位
の
代
表
す
る
価
値
量
の
安
定

を
保
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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中
国
の
計
画
的
貨
幣
流
通
制
度
が
形
成
さ
れ
た
歴
史
的
特
徴

は
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
四
一
九
五
〇
年
三
月
以
来
、
通
貨
の
膨
脹
は
停
止
し
、
す
で

に
貨
幣
発
行
に
よ
っ
て
財
政
赤
字
を
補
填
す
る
と
い
う
現
象
は

除
か
れ
、
か
く
し
て
貨
幣
の
発
行
は
完
全
に
生
産
流
通
の
必
要

に
基
き
、
生
産
と
商
品
流
通
が
発
展
す
れ
ば
、
貨
幣
流
通
量
も

そ
れ
に
応
じ
て
増
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
年
の
う
ち
繁
忙

季
に
は
貨
幣
流
通
量
は
増
加
し
、
閑
散
季
に
は
貨
幣
流
通
量
は

減
少
し
た
。
健
全
な
財
政
制
度
は
、
生
産
と
商
品
流
通
の
た
め

に
貨
幣
を
発
行
あ
る
い
ば
回
収
す
る
原
則
の
確
立
、
す
な
わ
ち

計
画
的
な
貨
幣
流
通
の
管
理
が
実
行
で
き
る
か
否
か
の
先
決
条

件
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
四
あ
れ
以
来
七
年
の
間
に
、
杜
会
主
義
の
国
営
経
済
は
す
で

に
中
国
の
強
大
な
指
導
勢
力
と
な
り
、
杜
会
主
義
の
基
本
的
経

済
法
則
は
す
で
に
中
国
の
国
民
経
済
に
お
い
て
指
導
的
作
用
を

な
し
つ
つ
あ
り
、
私
営
商
工
業
を
因
家
資
本
主
義
の
道
に
導
き
、

計
画
収
賢
と
計
画
供
給
の
方
法
を
実
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
二
　
（
三
四
二
）

．
在
で
は
国
営
・
合
営
・
合
作
杜
営
経
済
が
す
で
に
全
国
主
要
商

品
の
圧
倒
的
部
分
を
掌
握
し
て
お
り
、
さ
ら
に
国
家
に
よ
っ
て

統
一
的
計
画
的
に
決
定
さ
れ
る
物
価
水
準
、
国
家
の
価
格
政
策

に
応
じ
て
商
品
を
市
場
に
投
入
す
る
こ
と
、
こ
れ
こ
そ
が
計
画

的
な
貨
幣
流
通
制
度
の
物
質
的
基
礎
で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
が
決

定
的
意
義
を
も
つ
要
素
で
あ
る
。

　
働
中
国
人
民
銀
行
は
、
す
で
に
全
国
的
に
統
一
さ
れ
た
巨
大

な
国
家
銀
行
と
な
っ
た
。
国
家
銀
行
の
う
ち
で
、
長
期
信
用
と

短
期
信
用
と
が
次
第
に
区
分
さ
れ
、
中
国
人
民
銀
行
は
漸
次
短

期
信
用
の
中
心
と
な
っ
た
。
国
営
企
業
と
合
作
杜
経
済
お
よ
び

一
部
の
合
営
企
業
で
は
、
す
で
に
現
金
管
理
と
振
替
清
算
と
が

実
行
さ
れ
、
さ
ら
に
杜
会
主
義
企
業
間
の
商
業
信
用
は
次
第
に

消
減
し
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
ら
の
変
化
の
主
要
な
特
徴
は
、
信
用

活
動
の
集
中
と
国
家
銀
行
へ
の
統
一
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
銀

行
・
信
用
制
度
の
改
革
は
、
計
画
的
な
貨
幣
流
通
管
理
の
組
織

的
基
礎
で
あ
る
。

　
四
計
画
的
な
貨
幣
流
通
は
、
分
散
的
に
進
め
ら
れ
る
も
の
で



は
な
く
、
ま
た
単
独
に
国
家
銀
行
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
る
も
の

で
も
な
く
、
そ
れ
は
国
家
の
統
制
の
下
に
、
国
家
銀
行
に
よ
っ

て
統
一
的
に
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
計
画
的
な
貨
幣
流
通
の
実

現
は
、
国
民
経
済
計
画
を
実
現
す
る
と
い
う
総
任
務
の
一
部
分

で
あ
り
、
さ
ら
に
生
産
と
商
品
流
通
計
画
を
実
現
す
る
重
要
な

保
証
の
一
つ
で
あ
る
。
貨
幣
流
通
計
画
化
の
実
現
は
、
国
家
的

な
、
特
に
ー
国
営
・
合
作
経
済
の
任
務
の
一
つ
で
あ
り
、
計
画
的

な
貨
幣
流
通
の
組
織
は
、
国
家
の
目
常
行
う
職
能
の
一
つ
で
あ

り
、
国
家
機
構
の
経
済
作
用
の
重
要
面
で
あ
る
。
国
家
は
財
政

支
出
、
国
営
・
合
作
商
業
の
収
買
、
銀
行
の
貸
出
支
出
な
ど
に

よ
っ
て
貨
幣
の
放
出
を
統
制
し
、
財
政
収
入
、
国
営
・
合
作
商

業
の
販
売
、
銀
行
の
貸
出
回
収
な
ど
に
よ
っ
て
貨
幣
の
回
収
を

統
制
し
、
さ
ら
に
時
と
し
て
は
各
種
の
措
置
を
講
じ
て
人
民
の

貨
幣
収
支
を
平
衡
さ
せ
、
貨
幣
流
通
と
市
場
の
安
定
を
保
証
す

る
。
こ
れ
ら
の
工
作
は
、
す
べ
て
の
中
央
の
統
制
計
画
に
よ
り
、

各
級
の
党
お
よ
び
政
府
の
指
導
の
下
に
、
各
部
門
が
協
同
し
て

貫
徹
す
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
・

　
　
　
　
中
国
の
銀
行
業
と
貨
幣
改
革
の
発
展
情
況
（
武
藤
）

　
目
中
国
の
貨
幣
　
　
人
民
幣
は
杜
会
主
義
的
な
・
独
立
自
主

的
な
・
統
一
的
な
・
安
定
し
た
貨
幣
で
あ
る
。

　
人
民
幣
の
流
通
制
度
は
激
烈
な
闘
争
過
程
に
お
い
て
創
設
さ

れ
成
長
し
て
来
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
帝
国
主
義
の
侵
略
と

蒔
介
石
売
国
集
団
の
罪
悪
政
治
を
体
現
し
た
偽
幣
・
・
外
幣
・
金

銀
流
通
と
い
う
現
象
に
対
す
る
闘
争
を
進
め
る
中
で
成
長
し
て

来
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
労
働
者
階
級
の
指
導
す
る
新
中
国

の
杜
会
主
義
経
済
が
旧
中
国
の
半
封
建
・
半
植
民
地
経
済
を
克

服
し
勝
利
す
る
闘
争
の
中
で
成
長
し
て
来
た
も
の
で
あ
る
。
そ

れ
は
国
営
経
済
を
指
導
力
と
す
る
杜
会
主
義
経
済
が
、
資
本
主

義
と
小
生
産
者
の
投
機
性
・
盲
目
性
・
白
然
発
生
性
を
克
服
し

勝
利
す
る
闘
争
の
中
で
成
長
し
て
来
た
も
の
で
あ
る
。
人
民
幣

は
杜
会
主
義
経
済
の
範
晴
に
属
す
る
貨
幣
で
あ
る
。

　
人
民
幣
は
労
働
者
階
級
が
指
導
す
る
新
中
国
が
、
杜
会
主
義

建
設
と
杜
会
主
義
改
造
を
進
め
る
手
段
で
あ
り
、
国
家
が
意
識

的
に
計
画
を
運
凧
す
る
こ
と
が
で
き
る
計
算
手
段
で
あ
る
。
人

民
幣
制
度
　
　
中
国
の
新
し
い
貨
幣
制
度
の
創
設
は
、
中
国
の
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杜
会
主
義
経
済
に
と
っ
て
重
要
な
勝
利
で
あ
る
。
中
国
は
す
で

に
資
本
主
義
商
品
経
済
の
範
蒔
に
属
す
る
貨
幣
を
、
人
民
民
主

専
政
の
新
し
い
杜
会
主
義
中
国
を
建
設
す
る
有
効
な
手
段
に
変

更
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

　
人
民
幣
は
独
立
自
主
の
貨
幣
で
あ
り
、
そ
れ
は
自
已
独
立
の

貨
幣
体
制
で
あ
り
、
如
何
な
る
国
家
の
貨
幣
に
も
依
存
し
な
い
。

そ
れ
は
蒔
介
石
売
国
集
団
の
支
配
期
に
、
特
に
四
大
家
族
の
発

行
す
る
貨
幣
が
、
英
ポ
ソ
ド
・
米
ド
ル
に
依
存
す
る
と
い
う
現

象
を
粛
正
し
、
米
ド
ル
・
香
港
ド
ル
が
中
国
市
場
に
流
通
し
、

外
国
銀
行
が
中
国
内
で
紙
幣
発
行
の
特
権
を
も
つ
な
ど
と
い
う

半
植
民
地
的
現
象
を
粛
正
し
た
。

　
資
本
主
義
世
界
の
各
国
貨
幣
が
、
実
際
上
殆
ん
ど
価
値
を
低

下
し
、
物
価
が
上
昇
し
つ
つ
あ
る
時
、
人
民
幣
は
世
界
で
最
も

安
定
し
た
通
貨
の
一
つ
で
あ
る
。
一
九
五
〇
年
三
月
以
来
、
中

国
の
物
価
は
絶
え
ず
安
定
し
て
微
動
も
し
な
い
。
こ
れ
は
中
国

の
貨
幣
が
資
本
主
義
諾
国
の
貨
幣
に
対
し
て
も
っ
て
い
る
優
越

性
を
充
分
に
ボ
す
も
の
で
あ
る
。

九
四
　
（
三
四
四
）




